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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成21年4月9日(2009.4.9)

【公開番号】特開2009-30010(P2009-30010A)
【公開日】平成21年2月12日(2009.2.12)
【年通号数】公開・登録公報2009-006
【出願番号】特願2007-331266(P2007-331266)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ   2/44     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   2/48     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 285/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ   2/44    　　　Ｃ
   Ｃ０８Ｆ   2/48    　　　　
   Ｃ０８Ｆ 285/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年2月24日(2009.2.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１個の重合性二重結合を有しフリーラジカル重合により重合する単量体Ｘおよび単量体
Ｘと混合した時に均一な液体となり２個以上の重合性二重結合を有しフリーラジカル重合
により重合する単量体Ｙからなり単量体Ｘと単量体Ｙの重量比が９０／１０～５５／４５
の範囲にある重合体Ａ、および単量体Ｘと単量体Ｙとからなる液体に溶解またはコロイド
状に分散する重合体Ｂを主たる成分とする重合体組成物からなり、該重合体組成物の２０
℃～２５℃の何れかの温度における貯蔵弾性率が１～１１００ＭＰａの範囲にあり、表面
にミクロな凹凸構造を有する微細構造体。
【請求項２】
　単量体Ｘがそれを重合した重合体のガラス転移温度が２０℃以下であることを特徴とす
る請求項１記載の微細構造体。
【請求項３】
　単量体Ｘが少なくとも式（１）により表される化学構造を有する単量体を含有すること
を特徴とする請求項１又は２記載の微細構造体。
【化１】

　（式（１）中、ｍは２～４の整数、ｎは１～１０の整数、ＲはＣＨ３またはＨ）
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【請求項４】
　重合体Ｂがコア・シェル型の高分子微粒子からなることを特徴とする請求項１～３のい
ずれかに記載の微細構造体。
【請求項５】
　表面に有する微細構造の凹凸形状が１つ又は複数の凹部及び／又は凸部からなり、凹部
深さないし凸部突出高さが０．１μｍ～５００μｍの範囲にあり、凹部開口幅ないし凸部
突出幅または凹部ないし凸部の接円直径が０．１μｍ～５００μｍの範囲にあり、凹部深
さないし凸部突出高さと凹部開口幅ないし凸部突出幅または凹部ないし凸部の接円直径と
の比が１／１００～１０／１であることを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載の微
細構造体。
【請求項６】
前記単量体Ｘ、単量体Ｙ、重合体Ｂを主成分とする光硬化性樹脂を鋳型に流し込み光重合
により固化して作製することを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の微細構造体。
【請求項７】
請求項１～６のいずれかに記載の微細構造体の微細構造を有しない面に、ガラス、プラス
チック、金属からなるプレートを貼付したことを特徴とする微細構造体複合プレート。
【請求項８】
請求項１～７のいずれかに記載の微細構造体および微細構造体複合プレートを用いたマイ
クロ流路チップ、マイクロチャネルチップ、マイクロウェルアレイチップおよび細胞培養
プレート。
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